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あらまし： 片側の耳が聞こえない一側性難聴の障害を持つ人は，周囲の人の理解の少なさや自己開示に

負の感情を持つことが多い．一側性難聴に関する研究は多岐に渡るが,いまだ一側性難聴の困難性(両耳聴

効果)による問題をすべて解決するには至っていない．本研究では，一側性難聴者の心理的負担を軽減す

ることを目的とし，一側性難聴ではなく健聴者に一側性難聴者の困難性を理解してもらうカードゲーム

教材を設計した． 
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1. はじめに 
一側性難聴は，聴覚障害の一種であり，片耳が聞

こえないことを指す．一側性難聴の日常生活上での

ハンディキャップは多岐に渡るが，両耳が聞こえる

健聴者にとって，片耳が聞こえないことによるハン

ディキャップを想像するのは困難である． 
一側性難聴者のハンディキャップとしては，以下

の 6 点が代表される(1)． 
(1)両耳加算効果(2)頭部陰影効果(3)音源定位 
(4)カクテルパーティ効果(5)先行音効果 
(6)両耳冗長性 
これら一側性難聴者が持つハンディキャップは言

い換えると両耳で聞いた時の聞こえ方の特性である

といえる(両耳聴効果)．一側性難聴は，生活の上で支

障をきたし，様々な研究がなされている．医学では，

障害原因の解明が行われ，先天性・後天性それぞれ

の原因の解明が進められている．また，工学では，

人工内耳や健聴者に難聴を部分的に疑似体験するデ

バイスの研究が進んでいる．啓蒙に関する研究・取

り組みとして，一側性難聴者同士が集まりコミュニ

ティを形成し，一側性難聴の困難性や配慮の仕方な

どを周知する団体も見られる． 
一側性難聴に関する関連研究を取り上げる． 
啓蒙に関する研究として，一側性難聴者の日常生

活における聞こえの問題と心理的側面についての調

査を行った研究(2)が挙げられる．一側性難聴者に対

して SNS 上で,日常生活に関するアンケートを行っ

ていた．調査の結果，一側性難聴者には，ネガティ

ブな感情や，周囲の理解不足などの要因により，病

気を自己開示しづらい現状があることが明らかにな

った． 
医学・工学の分野から，一側聾に対する人工内耳

の装用効果についての研究がある(3)．通常両耳の聴

覚障害をもつ患者に装用する人工内耳を，一側性難

聴患者に装用し，その効果を検証していた． 
 これらのことより，対人関係からくる心理的問題や

その実態等，一側性難聴者への理解を深め支援を行

っていく必要があると結論付けられた． 
 また工学・啓蒙の分野から，一側性難聴の聞こえ

を 3 次元音場シミュレータにより再現し，健聴者に

体験してもらった研究(4)がある．音響を設定するこ

とで一側性難聴の状態を再現するシステムが開発さ

れた． 
関連研究と本研究の位置づけとして，これまで為

されてきた工学的・医学的な研究では，一側性難聴

者の日常生活上でのハンディキャップ全て(両耳聴

効果の問題)を解決するには至らないという課題点

がある．そこで，一側性難聴者が日常生活において

心理的苦痛を低減できるような配慮や支援が必要で

あると考え，健聴者の一側性難聴に対する理解や配

慮を促すことが出来る教材の開発が必要だと考えた． 
 

2. 提案教材『そぶり×ね』 
教材を設計するにあたり，目に見えない障害を学

ぶためのカードゲーム教材『こまった課?』(5)を用い

て予備実験を行った．予備実験の結果得られた手順

と意図の分析結果より，場面と素振りから両耳聴効

果を理解するためのカードゲーム教材『そぶり×ね』

を新しく設計した．その手順の一端を表 1 に示す．

それぞれ表左側の段に手順,右側の段に意図を示す

ゲームの大まかな手順としては，「場面カード」とプ

レイヤーの素振りから，6 つの両耳聴効果の内の一

つを特定する．両耳聴効果と場面・素振りを結びつ

けることで，現実での一側性難聴者への配慮に繋げ

るゲーム設計である． 
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表１ 提案教材『そぶり×ね』手順と意図 

手順 意図 

こまりびとチーム

は場面カードの中

から１枚をめくる 

1 枚をめくってランダムに

提示されることが、現実世

界で唐突に一側性難聴者

に出くわす再現になる。無

作為に選ばれたカードの

中から選ぶことで、プレイ

するたびに新しい場面を

選択して特性と関連付け

ることが出来る。 

みつけびとチーム

は両耳聴効果マッ

プを見ることが出

来る。（認知技能） 

こまりびとチームの特性

を確認しながら推理を深

めることが出来る。 

それぞれのチーム

A,B はその場面で,
表面上どういう行

動をとるか説明す

る（認知技能） 

みつけびとチームは「場面

カード」と一側性難聴者の

振る舞いを結びつけるこ

とが出来る 

こまりびとチーム B
は、選んだ両耳聴効

果カードの特性を

失うとどのように

困るか想像しなが

ら説明する。（認知

技能） 

こまりびとチーム側が両

耳聴効果を日常生活のシ

ーンに当てはめて一側性

難聴者がどのような風に

困るかを考えることが出

来る 

 
学習目標を「一側性難聴者が自身の障害特性を開示

できない場面であっても，その振る舞いから,困難を

生み出している両耳聴効果を特定する思考力を身に

つける」と設定し，『こまった課？』の教材を参考に，

図 1，図 2 のように(1)の資料を参考に「両耳聴効果

カード」と「場面カード」を作成した． 
「両耳聴効果カード」には，６つの両耳聴効果とそ

の効果の説明が書かれている．「場面カード」では、

どのような場面で両耳聴効果が影響するのかをプレ

イヤーが学習できるような場面を選んだ． 
 『こまった課』のゲームと比較して，「住人」「職員」

の役割をそれぞれ「こまりびとチーム」「みつけびと

チーム」に変更し，「こまりびとチーム」は提示され

た場面カードの状況でどのような行動・振る舞いを

取るかを答え，「みつけびとチーム」は，「こまりび

とチーム」の振る舞いから両耳聴効果を特定すると

いう変更を行った．「こまりびとチーム」は「きこえ

るプレイヤー」と「きこえないプレイヤー」に分か

れており，その両者の行動・振る舞いの違いから「み

つけびとチーム」は両耳聴効果を特定する． 
『こまった課？』では「こまる」「こまらない」「こ

まることもある」の３択で答えていた手順をなくし

た．また，「深堀質問」を行う手順を，「選んだ両耳

聴効果カードがなければ，その場面でどのような行

動をするか」という問題に答えるタスクに変更した． 
こうすることで，健聴者が現実世界で一側性難聴

者に遭遇した状況を再現した． 
 

3. まとめ 
場面と素振りを組み合わせて両耳聴効果を理解す

ることを目的としたカードゲーム教材『そぶり×ね』

を提案した．『そぶり×ね』を一側性難聴に関する知

識を持たない健聴者がプレイしたときに，場面ごと

の行動・振る舞いを答えられなかったり，間違った

行動を答えてしまう点が懸念点として挙げられる．

その問題の解消として，たとえば，生成 AI を用いて

プレイヤーの回答の補助を行うツールを提案する． 
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図１ 「両耳聴効果カード」の例 

図２ 「場面カード」の例 

 

関西地区 教育システム情報学会 2024年度学生研究発表会

 106 


	関西地区バインダーh
	A06




